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「中小企業向け融資の貸出条件緩和が円滑に行われるための措置」に基づく貸出条件緩和の状況について

20年７～９月期 20年10～12月期

件数 2,888件 3,211件 ＋323件 (＋11.2%) 0件 (0.0%) 2,635件 (82.1%)

金額 1,806億円 1,847億円 ＋41億円 (＋2.3%) 0円 (0.0%) 910億円 (49.3%)

件数 16,732件 18,912件 ＋2,180件 (＋13.0%) 686件 (4.1%) 2,474件 (13.1%)

金額 7,298億円 7,453億円 ＋155億円 (＋2.1%) 236億円 (3.2%) 1,254億円 (16.8%)

件数 8,402件 10,714件 ＋2,312件 (＋27.5%) 757件 (9.0%) 2,240件 (20.9%)

金額 2,689億円 3,823億円 ＋1,135億円 (＋42.2%) 289億円 (10.8%) 948億円 (24.8%)

件数 28,022件 32,837件 ＋4,815件 (＋17.2%) 1,443件 (5.1%) 7,349件 (22.4%)

金額 11,793億円 13,123億円 ＋1,330億円 (＋11.3%) 525億円 (4.5%) 3,112億円 (23.7%)

左のうち、経営改善の見込みがあり、
不良債権にならなかったもの

（（ ）内は条件緩和を行った債権に占める割合）

20年７～９月期 20年10～12月期

信用金庫
信用組合

主要行等

地域銀行

中小企業に対して貸出条件緩和を行った債権

計

（注)上記計数は、各金融機関における今後の精査により変更されうることに留意が必要。

（注）「主要行等」とは、主要行、新生銀行、あおぞら銀行及びシティバンク銀行を、「地域銀行」とは地方銀行、第二地方銀行及び埼玉りそな銀行を指す。
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